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墓
地
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

　
　
　

①
直
近
約
５
年
で
、
各
地

　
　

域
に
お
い
て
「
墓
終
（
は
か

じ
ま
い
）」
さ
れ
た
件
数
に
つ
い

て②
潮
見
台
の
墓
地
に
あ
る
、
無
縁

の
供
養
塔
や
ア
イ
ヌ
の
方
々
の

「
納
骨
堂
」
の
管
理
運
営
に
つ
い

て③
現
在
、
管
内
３
町
で
実
施
し
て

い
る
合
葬
墓
（
が
っ
そ
う
ぼ
）
に

つ
い
て

様
似
町
の
福
祉
の
現
況
と

　
今
後
の
福
祉
政
策
に
つ
い
て

栄
町
団
地
建
替
え
に
つ
い
て

　
　
　

①
令
和
元
年
度
か
ら
今
年

　
　

度
途
中
ま
で
の
約
５
年
間
の

様
似
町
内
各
墓
地
に
お
け
る
「
墓

終
」
さ
れ
た
件
数
は
、
町
で
改
葬

許
可
申
請
と
し
て
受
理
し
た
件
数

は
合
計
で
74
件
で
す
。
内
訳
は
、

潮
見
台
の
様
似
共
同
墓
地
43
件
、

鵜
苫
共
同
墓
地
８
件
、
田
代
共
同

　
　
　

①
取
り
扱
い
の
要
綱
等
は

　
　

必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
お
墓
の
維
持
・
管
理
を
含
め
た

継
承
問
題
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

方
が
結
構
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
の
９
次
計
画
に
お
い
て
も
、

い
つ
や
る
か
と
は
明
確
に
は
言
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
町
と
し
て
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
考
え
を

示
し
て
お
り
、
い
ず
れ
は
建
設
す

る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
こ
と
を
頭

に
い
れ
て
検
討
し
ま
す
。

※
合
葬
墓
（
が
っ
そ
う
ぼ
）

↓
家
族
単
位
で
は
な
く
、
広
く
共

同
に
利
用
す
る
墓
。
骨
壺
単
位
で

収
納
す
る
場
合
や
、
骨
壺
単
位
で

な
い
場
合
も
あ
る
。　
・
・
・「
第

９
次
様
似
町
総
合
計
画
」
よ
り
抜

粋

墓
地
４
件
、平
宇
共
同
墓
地
７
件
、

冬
島
共
同
墓
地
５
件
、
幌
満
共
同

墓
地
４
件
、
旭
共
同
墓
地
３
件
で

す
。

②
潮
見
台
の
墓
地
に
あ
る
、
無
縁

の
供
養
塔
に
つ
い
て
は
、
昭
和
の

初
期
か
ら
あ
っ
た
納
骨
塔
の
老
朽

化
が
激
し
く
、
様
似
仏
教
会
か
ら

の
嘆
願
に
よ
り
平
成
２
年
に
町
が

建
立
し
、以
後
、管
理
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
同
じ
く
潮
見
台
の
墓

地
に
あ
る
、
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
納

骨
堂
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
に

過
去
土
葬
さ
れ
て
い
た
、
ア
イ
ヌ

の
方
々
の 

お
骨
の
安
置
場
所
と

し
て
、
ア
イ
ヌ
協
会
の
要
請
な
ど

に
よ
り
町
が
建
立
し
、
管
理
は
ア

イ
ヌ
協
会
が
行
っ
て
お
り
ま
す
。

③
管
内
に
お
い
て
昨
年
度
ま
で

は
、
浦
河
町
、
新
ひ
だ
か
町
、
平

取
町
の
３
町
に
お
い
て
合
葬
墓
の

建
設
、
運
営
さ
れ
て
お
り
、
今
年

度
か
ら
は
新
冠
町
が
新
た
に
運
営

を
開
始
し
、
現
在
４
町
で
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

①
通
所
サ
ー
ビ
ス
及
び
ヘ

　
　

ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
。

⑴
登
録
者
数
及
び
利
用
者
数
に
つ
い

て
。

　
　
　

通
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
定
員
35

　
　

名
、
登
録
者
数
は
要
介
護
者
の

方
が
40
人
、
利
用
者
は
20
人
で
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
定
員

は
な
く
、
利
用
者
数
は
８
月
実
績
で

要
介
護
者
32
人
、
要
支
援
者
28
人
で

す
。

⑵
定
員
に
対
す
る
利
用
率
に
つ
い

て
。

　
　
　

通
所
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
定
員

　
　

に
対
し
一
日
平
均
約
20
人
の
利

用
で
利
用
率
は
約
60
％
で
す
。

⑶
今
後
の
利
用
者
数
の
増
減
の
試
算

に
つ
い
て
。

　
　
　

今
後
、
介
護
を
必
要
と
す
る

　
　

割
合
の
高
い
75
歳
以
上
の
後
期

　
　
　

①
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ

　
　

利
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

設
置
に
つ
い
て
。

⑴
完
成
が
令
和
９
年
度
に
な
る
理
由

に
つ
い
て
。

　
　
　

建
替
え
実
施
年
度
に
つ
い
て

　
　

は
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８

年
度
ま
で
２
棟
４
戸
ず
つ
計
画
し
、

令
和
９
年
度
に
１
棟
２
戸
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
入
居
希
望
者
が
令
和
６
年

度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
に
入
居
を

希
望
し
て
い
る
の
で
入
居
を
最
優
先

に
し
ま
し
た
。

　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設

　
　

置
が
栄
町
団
地
だ
け
の
た
め
で

は
な
く
、
公
民
館
、
役
場
庁
舎
等
の

公
共
施
設
や
５
階
建
て
団
地
と
い
う

集
約
的
設
置
と
か
、
暖
房
利
用
の
養

殖
等
も
あ
る
か
と
思
う
が
。

　
　
　

色
々
な
意
見
を
い
た
だ
く
中

　
　

で
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
ご
理
解
い
た
だ
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
効
率
的

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
再
度
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

補
助
の
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、

早
急
に
対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　

燃
料
費
の
試
算
は
。

　
　
　

年
間
11
万
２
千
５
０
０
円
と

　
　

試
算
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

②
施
設
入
所
、
短
期
入
所
に

　
　

つ
い
て
。

⑴
直
近
の
施
設
入
所
者
数
、
短
期
入

所
者
数
、
定
員
に
つ
い
て
。

　
　
　

様
似
ソ
ビ
ラ
荘
は
定
員
60
名

　
　

で
入
所
者
数
は
入
院
、
新
規
入

所
手
続
等
で
３
名
分
が
一
時
的
に
空

床
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

短
期
入
所
は
定
員
16
名
で
８
名
利

用
し
て
い
ま
す
。

⑵
直
近
の
入
所
判
定
会
議
の
開
催
に

つ
い
て
。

　
　
　

令
和
９
年
に
な
る
こ
と
で
本

　
　

来
入
居
者
設
置
の
ス
ト
ー
ブ
を

町
費
負
担
で
設
置
に
な
る
の
で
は
。

　
　
　

ス
ト
ー
ブ
は
、
あ
く
ま
で
エ

　
　

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
と
し
て
の
設
置
で
す
。

⑵
暖
房
の
み
で
給
湯
を
し
な
い
理
由

に
つ
い
て
。

　
　
　

現
段
階
で
の
基
本
設
計
は
、

　
　

暖
房
の
み
の
配
管
を
計
画
し
て

い
ま
す
が
、
給
湯
利
用
に
よ
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ
利
用
の
有
効
性

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
効

率
性
、
事
業
費
な
ど
を
勘
案
し
検
討

し
ま
す
。

　
　
　

①
無
縁
の
供
養
塔
や
ア
イ

　
　

ヌ
の
方
々
の
納
骨
堂
の
規
則

や
要
綱
等
が
な
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
設
置
の
検
討
は
な
さ
れ
ま
す

か
。

１
在
宅
介
護
に
つ
い
て
。

１
在
宅
介
護
に
つ
い
て
。

高
齢
者
数
や
、
85
歳
以
上
の
高
齢
者

数
は
そ
れ
ほ
ど
減
ら
な
い
と
考
え
、

利
用
者
数
は
横
ば
い
と
想
定
し
て
い

ま
す
。

⑷
現
状
課
題
に
つ
い
て
。

　
　
　

利
用
者
数
の
現
状
に
合
わ
せ

　
　

た
定
員
の
削
減
の
検
討
、
介
護

職
員
不
足
の
対
策
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

の
病
院
へ
の
付
き
添
い
の
長
時
間
化

等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

⑸
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
に
つ

い
て
。

　
　
　

半
日
や
時
間
利
用
体
系
の
設

　
　

定
、
機
能
訓
練
の
取
り
組
み
、

認
知
症
対
応
の
職
員
研
修
等
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

２
施
設
介
護
に
つ
い
て
。

　
　
　

入
所
判
定
会
議
は
３
か
月
に

　
　

一
回
開
催
さ
れ
、
直
近
で
は
10

月
20
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
入
所
待
機
者
数
に
つ
い
て
。

　
　
　

待
機
者
数
に
つ
い
て
は
、
要

　
　

介
護
度
３
以
上
の
方
が
８
名
、

要
介
護
度
１
，
２
の
特
例
入
所
対
象

の
方
が
９
名
で
し
た
。

⑷
現
状
課
題
に
つ
い
て
。

　
　
　

経
営
面
で
は
、
燃
料
費
高

　
　

騰
、
食
材
等
の
物
価
高
騰
、
介

護
員
不
足
に
よ
り
閉
鎖
し
た
短
期
入

所
介
護
報
酬
の
減
少
、
感
染
予
防
対

策
の
た
め
の
業
務
量
の
増
加
、
介
護

人
材
確
保
の
た
め
の
経
費
の
増
加
が

あ
り
ま
す
。

⑸
今
後
の
施
設
の
在
り
方
に
つ
い

て
。

　
　
　

施
設
は
、
介
護
保
険
及
び
高

　
　

齢
者
に
関
わ
る
最
後
の
砦
と
い

う
思
い
で
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た

し
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
思
い
で
行
き

ま
す
が
、
連
携
が
う
ま
く
図
ら
れ
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
今
後
町
に

対
し
補
助
要
請
の
考
え
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
改
善
策
を
し
っ
か
り
と
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

⑶
暖
房
を
利
用
し
な
い
期
間
の
燃
料

費
に
つ
い
て
。

　
　
　

燃
料
費
に
つ
い
て
は
、
暖
房

　
　

を
利
用
し
な
い
期
間
も
含
め

て
、
部
屋
の
間
取
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
の
稼
働
及
び
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
チ
ッ
プ
利
用
に
係
る
維
持
管
理

費
経
費
な
ど
を
換
算
し
て
月
々
の
共

益
費
と
し
て
定
額
負
担
を
考
え
て
い

ま
す
。

②
合
葬
墓
に
つ
い
て
、
町
の
総
合

計
画
に
お
い
て
も
記
載
し
て
い
る

と
の
こ
と
、
検
討
の
余
地
は
あ
り

ま
す
か
。

※プライバシー保護のため、写真を※プライバシー保護のため、写真を
　加工しております。　加工しております。


